
＜指標＞

単位 R1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ6

目標 56 59 62 67

実績 53 56

達成率 100%

目標 5 5 8 10

実績 5 3

達成率 60%

目標 416 416 417 418

実績 402 415

達成率 101.2%

目標 10 10 10 10

実績 2 8

達成率 80%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

＜市民意識調査結果＞

＜次年度以降の課題＞

コード Ⅳ-10-18 施策名 雇用の確保・就労支援

施策の
方針

社会経済を潤す

臼杵市 施策評価シート 評価
担当者

課名 氏名 内線

産業促進課 佐藤　一彦 ２２６０
（令和２年度）

新規
指標 指標名 説明・算式・引用

実績の推移

Ｒ5

まちづくり
の方針 魅力ある資源を市民が創り活かし、人が集まりにぎわうまち（産業・観光）

５年後の
めざす姿

若者や高齢者の雇用の場が確保されるとともに、起業による新たな雇用も創出します。地場産業の設備投資への支援や基幹産業の技術伝承
者育成のほか、創業支援により、雇用機会の拡大をめざします。

施策の
内容

雇用問題協議会や若年労働力確保対策協議会と関係機関が連携し、地場企業情報や求人情報などの発信を行うとともに、雇用環境の整備と
支援策を行うことで、企業の地元雇用を促し、若者の地元への定着を図ります。

シルバー人材センター会員数 会員数
人

417

新規創業による件数(年間)
創業支援事業等による新規
創業件数

件数
8

企業立地促進条例による雇用者
数【累計】

企業立地促進条例を活用し
た新規雇用者数

人
65

空き店舗対策事業による雇用者
数(年間)

空き店舗対策事業を活用し
雇用に至った人数

人
10

2.65 1.78

令和２度実施のアンケート結果では、「必要度」が高く、「満足
度」は低い「強化領域」に位置しており、取り組みの強化が求
められています。

市民意識調査
結果分析

新規の誘致実績が少なく、雇用の場の確保について充分な
成果が上がっていないため満足度が低いと推測します。

令和3年度以降
の課題

都会からのＵターンや移住を促進すると共に、若年労働力の地元就職率の向上対策や地元に住み、働きたくなる施策を講じ
ていく必要があります。また、市外に通勤している就労者に、移住に関する独自施策を知ってもらい、移住に結びつけるよう、
市内企業へ移住施策の浸透を図る必要があります。

指標の分析

企業の新規投資等に伴う雇用者数は着実に伸びています。求人情報や雇用支援施策・就業（農業・漁業）支援策を、市報・市ＨＰ
やパンフレット等により広く発信することで実績は上がっています。
シルバー人材センターの会員数は、チラシや市報掲載により募集を行っていますが、定年年齢の引き上げや人手不足により登
録者数が減ってきています。令和３年３月末時点では、一時的に増加していますが４月以降徐々に減っていくことが予想され
ます。

市民意識調査
結果

（R２調査）

領域名 必要度 満足度

強化領域

1.50

1.65

1.80

1.95

2.10

2.25

2.40

2.00 2.15 2.30 2.45 2.60 2.75 2.90

向上領域

強化領域検討領域

見直し領域

満足度

必要度

2.00

2.53

＜施策を構成する主な事務事業一覧表＞

R1年度
実績

R2年度
実績

R3年度
見込み

1
産業促
進課

8,349 8,810 8,830 － ○

2

3

4

5

6

7

8,349 8,810 8,830 

＜施策の今後の展開　～担当課長評価＞

＜施策の今後の展開　～内部評価（内部検討会）＞

<臼杵市行財政活性化推進委員会による外部評価：最終>

<臼杵市行財政活性化推進委員会を受けての市の取組>

課長
評価

公
共
５
ヵ
年

他の
関連施策

コード

（公益社団法人）臼津地
域シルバー人材センター
補助金

高齢者の経験や知識を活かした就労
機会を確保・援助をしていく事業へ
補助を行います。

事務事業名 事業内容

担当課
※実施し
た課を記

入

課の
重点

※運営計
画記載

事業費（単位：千円）

コロナ禍でもコロナ主因となる倒産がなく、辛抱強い臼杵の人の気質を示していると感じている。正常化ま
で、期間がかかると思うので、観光関連業はこの冬も厳しくなると予想している。
行政としては、必要な資金支援をしながら、商流や販路支援、また、ふぐ割等のイベントを行うことで、企業を
支援してほしい。

維持

コロナ禍でもあり、雇用の場、雇用数を確保することは難しいため、現状を維持することができるよう、今後も様々な取り組みたい。

評価のコメント 外部評価

内部評価

指標の一部は目標未達成であり、強化すべき施策であるが、企業誘致等他に、優先して取り組む施策があるため、現状維
持としているものと評価。

目標を達するため、現状維持
とする

合計

進捗状況

本市の基幹産業や雇用に関する情報を、Ｕターンフェア等により周知していくとともに、継続して地元企業の支援策、特
に製造業や小規模事業者の支援策を行うことで雇用の創出を図っていきます。

課長評価

概ね順調
目標を達するため、

現状維持とする


